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全数トレーサビリティに対応できていなかった自動車部品の組立工程に、後付でトレーサビリティの仕組みを導入。部品のQRコードを上位のデータベースと

高速に照合し、既設のPLCとも接続して、製造履歴と検査結果を生産タクト(数秒)単位に全数収集する品質トレーサビリティを実現。

●導入のポイント

① 全数照合、全数トレーサビリティに対応するコントローラと、導入のための技術サービスを提供

② 既設のPLCと、トレーサビリティ用コントローラとの簡単接続

(CC-Link IEフィールド SLMP認定ライブラリの活用)

●導入効果（お客様の声）

「全数照合と全数トレーサビリティを、既設の工程に後付

してもらえたことにより、簡単に実現できて良かった。

今後は、制御と情報を統合させた装置を実現していきたい」
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安全規格に対応していない既設の溶接ロボットに後付でセーフティシステムを導入。溶接ラインを制御する既設のPLCとも接続して、

セーフティシステムの稼働情報を収集。

●導入のポイント

① 安全規格に対応できる技術サービスとセーフティ機器の提供

② 既設のPLCと、セーフティシステムのコントローラとの簡単接続

(CC-Link IEフィールド SLMP認定ライブラリの活用)

●導入効果（お客様の声）

「セーフティ制御の経験が無い状態で、既設のロボットシステムを変更せずに安全規格に対応できたのは、セーフティ対応の経験に基づいた

技術サービスとセーフティシステムを提供してもらえたから。

今後は、制御と安全を統合させて行きたい」
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IoTに対応していない既設の工作機と、OPC UAに対応したコントローラをデジタルI/Oで接続し、機械の稼働情報を収集。

●導入のポイント

① 今後、中長期で使い続けられる標準技術 “OPC UA”

• Industry4.0で推奨されている技術だから
• 新規に購入した海外製工作機に標準搭載していたから

② 大量の既設装置に後付するにも困らないコンパクトサイズ

③ 導入後もセンサやI/Oの追加が簡単に行える拡張性

●導入効果（お客様の声）

「製造品種と機械毎の生産リードタイムや稼働時間などを計測し、生産計画の精度向上や、リードタイム短縮に向けた手応えが得られた。

バーコードリーダを追加して、オーダー情報と紐付けることで、更なる生産計画精度向上につなげたり、電力や温度を測定できるようにして、

省エネにも取り組んでいきたい」
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